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1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上47巻 3 号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
1 . 春 
1 . 1 最後の戦争 
1 . 2 改易と浪人の激増 (以上本号) 
1 . 3 東福門院和子 
1 . 4 島原の乱 
1 . 5 寛永文化 
2 . 夏 
3 . 秋 










その後,  5 代将軍綱吉の世となり, 元禄文化
が花開いた｡ 歌舞伎, 浮世絵, 俳諧といった江
戸時代を象徴する芸術が生まれたのはこの時代
である｡ 










ある｡ この時代を代表するのが北斎, 広重, 十










































とに分けることができる (図 5.1 参照)｡ ちなみ






















図 5.1. 組織の春夏秋冬 
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Ⅰ. 革新局面前期＝動乱期後期・・・・ 春 
Ⅱ. 革新局面後期・・・・・・・・・・ 夏 
Ⅲ. 保守局面前期・・・・・・・・・・ 秋 
Ⅳ. 保守局面後期＝動乱期前期・・・・ 冬 
そして, 各局面を組織の春, 夏, 秋, 冬とし
よう｡ 
1 . 春 




























り, これまでの互解が常識となる｡ これは 組
織カルチャーや気風の転換を意味しているので













































































































淀君に, 秀吉の供養のため, 寺社の建立, 修復
を勧めてきたが, その最大のもの, 京都方広寺
の大仏殿が完成したため, 慶長15年 (1614)  8 月 
2 日落慶法要を行うということになった｡ この






































































































こうして, 翌1915年 5 月大坂夏の陣が始まっ
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的に勝っていたのである｡ ついに, 秀頼, 淀君
らを自刃に追い込んだ｡ このとき秀頼23歳, 淀














女各 1 人の子がいた｡ 家康は戦後この子どもた
ちの捜索を命じた｡ ついに伏見に潜伏していた























家康はこうして大坂の陣を終えると , 元和 
(げんな) と改元し, さらに, これで武器を収め, 
以後戦争は行わないという意味の ｢元和偃武 





とげ, 翌年 (1616年)  4 月, 75歳の生涯を閉じた｡ 
政権安定のためには, まだ多くの仕事が残され
ていたが, それらは 2 代秀忠,  3 代家光へと引き
継がれた｡ 




利家, 毛利輝元, 上杉景勝, 宇喜田秀家の五大























































































う武将であった｡ 正則は秀吉の下で ｢賤ヶ岳 
















































































その後も城普請が続き, さらに家康の第 9 子
で当時まだ11歳の義直のために尾張名古屋城の











































































































はじめ, 旗本, 御家人たちの武家屋敷, 全国の






























































































































同時に, 江戸でも忠弥をはじめ, 一味, 一族
郎党が次々に捕縛されていった｡ 
逮捕の範囲は妻, 親, 子, 親類縁者にまで及
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